
2 番 9 番 11 番

14 番 15 番

9:56　開会

開催概要説明

出席委員4名、欠席委員1名

開会あいさつ

【産業振興部調査】

挨拶及び概要説明

議事1　所管事務調査について

(1)バイオガスプラントの現状について

資料により内容説明

副委員長 14番

農政課主査 寺澤

委員 15番

受入農家戸数の減について、今後どのように考えていくのか。減少の理由をど

のように捉えているのか。

質疑副委員長 14番

委員 15番 佐藤

・　別海バイオガス発電株式会社の平成30年度収支状況について（30年

12月末現在）

・　別海バイオガス発電株式会社の施設稼働状況について

委員外の出席 傍聴者

農業委員会事務局長 農業委員会主幹 農業委員会主査

中村　公一 岩口　裕昭 廣島　静治

出

席

説

明

員

農業

委員会

産業振興部長 登藤

委員の出欠
出席

事務局職員

外山　浩司

副委員長 14番

事務局長

会議に付した事件及び会議結果など

発言者 会議経過　※所管毎に議事を行う事情等により議事番号が前後することがある。

出席瀧川　榮子

大坂　恒夫

出席
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開閉会日時 平成31年2月4日(月曜日) 会議場所
別海町議会

委員会室3

開会 9:56

閉会 16:00

出席

出席

産業

振興部

産業振興部長 産業振興部次長 農政課長 水産みどり課長

登藤　和哉

詳しい原因は把握していないが、原料の受入量が目標に近くなるよう、会社

は取り組んでいると聞いている。

農政課長 小野

佐藤 将来に向かって原料の受け入れがしっかりなされるよう、農協、組合員との協

議をしているか。

農政課長 小野 会社が個別に農家にあたっている。全体会議を開いた際に、原料の供給の努

力をするべきだ、と利用農家からも声が上がった。

副委員長 14番

浦山　吉人 事務局主幹 松本　博史

出席 門脇　芳則 出席 小野　武史 出席 新堀　光行 出席

商工観光課長 農政課主幹 商工観光課主幹 水産みどり課主幹

伊藤　輝幸 出席 上田　健一 出席 池田　卓也

農政課主査 農政課主査 水産みどり課主査 商工観光課主査

高津　寛人 寺澤　淳司 出席 清原　裕介 出席 堀込　美穂

福原　仁史 出席 佐竹　和仁 出席 植松　拓也 出席

出席

事業課長 上下水道課長 事業課主幹 上下水道課主幹

小島　　実 出席 外石　昭博 出席 袴田　充輝 出席

出席 入田　浩明 出席 篠田　敬介 出席

伊藤　一成 出席 田畑　直樹

事業課主査 事業課主査 上下水道課主査

建設

水道部

建設水道部長 建設水道部次長 管理課長 建築住宅課長

山岸　英一 出席 小島　　実 出席

管理課主査 管理課主査 建築住宅課主査 建築住宅課主査

前道　陽司 出席 伊藤　武史
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委員 11番

農政課長

委員 2番 外山 ①　表の右側の数字だけ見ると、よくなったように錯覚する数字のマジックだと

捉えている。

農政課長 小野

農政課主査 寺澤 ②　最近、新たに1件契約となり、受け入れを開始している。700万円の収入

の目標であったところ、その1件の契約により560万円を見込んでいる。

②　再建計画の目標値の根拠、産廃の受け入れ状況は。

④　借入総額は3億6千万円となっており、利率は把握していない。

委員 11番 瀧川 ⑤　事業計画が下方修正されているが、なお黒字になる見込みがあるのか。

スラリーなど、受け入れるものがふえているのに売電量が減っている。

農政課長 小野 ⑤　当初の目標が高かったので、現状に合わせて下方修正された。若干では

あるが、黒字になるように見直しをされている。

①　原料の構成比が変わり、ガス発生量が下回り、売電料金が下がっている。

委員 2番 外山 ②　さきほど1件の契約とのことであったが、具体的には。

農政課主査 寺澤 ②　近隣の乳業メーカーのホエーである。

③　30年度の借入金、これがなければ黒字ではなく赤字。今後も借り入れる

のか。

④　これまでの借入総額と利率は。

産業振興部長 登藤 ②　中西別のバイオガスプラントで処理困難なチーズの塊の受け入れを検討

中である。

瀧川

小野 ③　現在の借入金は、つなぎ融資であり、5~7年のスパンで上向くまで受ける

ことができる。借金は親会社が70%持つことになっている。

農政課長 小野 ⑥　コスト削減のため、灯油での乾燥を一旦やめたが、単価が高くても敷料を

買いたいというニーズがあったので、昨年11月から敷料の販売を再開した。燃

料分も購入単価に含め、値上げしている。敷料の残量は把握していないが、

注文に応じて対応していると聞いている。

⑦　当初100円で見ていたが、現状は10円。消化液の販売については、契

約農家を1軒1軒回り、受け入れていただくよう説明していると聞いている。

委員 11番 瀧川 ⑦　今のところ単価を上げる考えはないということか。

委員 11番 瀧川 ⑥　敷料の施設内での残量はどうなっているか。

⑦　消化液の販売実績がふえておらず、再建計画後は安く設定している。こ

のまま安くしていくのか。見直す時期も検討しているのか。

農政課長 小野 ⑦　現状では、まずは、受け入れをしていただくことが優先と考えている。

⑧　中西別バイオガスプラントで受け入れられないチーズを受け入れるという説

明があったが、ほかの受け入れも含めて、産廃の内容の吟味はしているか。

委員 11番 瀧川

農政課長 小野 ⑧　大福工場の残渣、トウモロコシ残渣、野菜くずなどを積極的に受け入れて

いる。ブラックアウト時の廃棄乳を産廃として受け入れたことで、受入量がふえ

ている。

副委員長 14番 12月末現在の状況という事で、残り3カ月あるが、3カ月経ってから、また状況

を提示してほしい。この資料は、会社から出てきた資料をそのまま示しているの

か。

農政課長 小野 経営問題が表面化して以降、毎月、資料を会社から出してもらい、再建計

画と比較できるように情報を収集している。

副委員長 14番 酪農業の廃棄乳についてどう考えているか。

産業振興部次長 門脇 どこに処理しているか確認はしていない。

畜産条例もあるし、農家にとってもプラントにとってもよいものであれば、受け入

れることを検討するべきだと思う。

副委員長 14番



第1回産業建設常任委員会　要点記録

(3)観光ガイドの育成と支援策について

全体質疑なし

休憩　10:52

開会　11:00

【建設水道部調査】

挨拶及び概要説明

議事1　所管事務調査について

(2)除雪体制について

議事2　その他

(1)別海町空家等対策計画

資料により内容説明

・　平成30年度除雪経費一覧表（1月末現在）

質疑なし

内容説明

質疑

地域の中に青いシートをかけている危険家屋がある。

計画では、空家の抑制に重点をおいていて、当該案件は防災交通課で対応

している。手紙を送付しているが、反応がないと聞いている。

・　平成30年度除雪実施状況報告書（1月末現在）

建設水道部長 山岸

管理課長 伊藤

副委員長 14番

副委員長 14番

副委員長 14番

委員 15番 佐藤

田畑建築住宅課長

産業振興部長 登藤

廃棄乳は、保管期間が長いと発酵に影響するのか。保管しておいて、投入す

ることができるのか。

生乳の廃棄については、運賃が非常に高いため、今後課題として整理した

い。また、プラントにおいては、油分が20%を超えての受け入れができないとい

う制約もある。

委員 11番 瀧川

産業振興部長 登藤 油分が多いかどうかがカギ。メタン菌が死なないようにしなければならない。

商工観光課長 伊藤 資料により内容説明

・　現地調査の行程の確認

1月30日現在で2月中の氷平線ウォークの申し込みは2,503人、ソリツアー

51人と上昇傾向にある。

副委員長 14番 質疑

委員 2番 外山 ガイド不足に対して、標津からの協力は何人ぐらいか。

・　北海道観光振興機構補助事業活用による観光施策整備の取り組み

（観光協会）

・　観光ガイドの育成（観光協会）

・　「べつかい氷平線」WEBページ新設及びチラシ作成（観光協会）

・　外部観光ガイド活用に対する支援（別海町）

口頭による内容説明

商工観光課長 伊藤 今調整中で明確な数字は把握していない。

委員 2番 外山 標津ガイド協会の方は、ネイチャークラブの人数とは別カウントか。

商工観光課長 伊藤 その通りである。

副委員長 14番 資料中の「自走化」とは。

商工観光課長 伊藤 補助金がなくても、事業が実施できるように自立するという意味である。

副委員長 14番 来年度の補助は受けられないのか。

商工観光課長 伊藤 来年度の補助は受けられない。

副委員長 14番

副委員長 14番

パブリックコメントのあと、新たなワーキンググループを立ち上げる予定はあるか。
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休憩　11:24

開会　12:50

現地調査へ出発

到着　14:00

(3)観光ガイドの育成と支援策について

休憩　14:30

開会　14:55

(4)エゾシカの捕獲状況について

現地出発　15:25

帰庁　16:00

副委員長 14番

野付半島の体験観光について現地でガイドの様子を視察

・　プロジェクターを使った事前説明の様子を確認

・　氷平線ミニウォークツアーの様子を視察

建築住宅課長 田畑 所管ではないから今後のことは答えられないが、法律に基づき本計画を策定し

たことで、ある種強制的な指導ができることになる。

田畑建築住宅課長 市町村によっては町民会議を構成し、不動産業者などをメンバーに入れてい

るところもあるが、当町は会議の設置を今のところ考えていない。5年間の計画

の中で、町民のニーズを把握しながら計画の見直しをすることがあるかもしれな

いし、ワーキンググループの設置が可能となるような計画のつくりにしたい。

16:00　閉会14番副委員長

副委員長 14番 主に市街を中心にやるのか、農家の空家は別なのか。

町として、総合窓口がなかったが、本計画により建築住宅課が窓口となり、案

件を担当課に振り分けることとなった。農家の空家は対象としていない。

先ほど佐藤委員が指摘した家屋は、危険であり通学路としないよう学校でも

周知をしている。今後どのような処置を考えているのか。

建築住宅課長 田畑

委員 2番 外山

副委員長 14番

野付半島の囲いわなについて現地で内容説明水産みどり課主査 清原

自由質疑


